
東京都教育委員会  

自尊感情や自己肯定感を高める教育の充実に向けて 
 

自分の役割や存在に 

確信がもてず、自信や 

やる気のない子供の増 

加は、将来を担う人材 

の育成においてとても 

大きな問題です 。 

他の人の言動や 

評価に影響されや 

すく、消極的だったり、 

依存的だったり 

することもある。 

日本の子供たち 

の自尊感情は国際的 

に見て低い？！ 

自分に自信がなかったり、 

否定的だったりすると、 

様々な影響もありそうだ。  
 不登校やひきこもりとも 

関係がありそうだけど…。 

子供 た ち の 自尊感情 や 自己肯定感 を 高 め ましょう ！ 
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自尊感情を高める 

上で大切なこと 

人 

将来 

社会 
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　自尊感情が高い子供について、教員は「意欲が高い」

「思いやりがある」といったプラスイメージをもって

いることが分かっています。しかし、その反面「自己中

心的」「うぬぼれ」「人を見下す」などのマイナスイメ

ージをもっていることも分かりました。東京都教職員

研修センターでは、子供たちに望ましい自尊感情や自

己肯定感を育てるための研究を行っています。本リー

フレットを各学校（園）でお役立てください。 

どうやって？ 実態や状況を知るには？ 

ただ高めればいい 

というものでもない？！ 
わがままな子供や自己中心的 

な子供の存在も問題！ 

自　信　やる気　確かな自我 
　　　　　　　　　を育てるために 



 

「子供の自尊感情の傾向を把握したい･･･」 

このようなときには、 「自己評価シート」を活用します。 「自己評価シート」は、大学との研 

究協力により開発したものです。 児童・生徒に 32 の質問項目に答えさせることによって、 

自尊感情の傾向を５つの観点から把握することができます。 

※「自己評価シート」の活用適正年齢は10歳から18歳（小４～高３程度）です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

慶應義塾 大 学の研究 協 力により 、  

自尊感情 を ５つの側 面 （以下 「５ 観点 」 

という 。 ）か らとらえ て います。    

 

  

 

自尊感情 

   

 
 

  

回 答 方 法 ：  「  あ て は  ま る 」  「 ど  ち  ら か と い う と  あ  て は ま  る 」  「  ど  ち  ら か と い う  と あ て  は  ま  ら  な  い  」  「 あ  て は  ま ら  な い  」   

設 問   
番 号   自 尊  感 情  を み  る  際  の  観  点 と そ  の 内  容   

 Ａ ＜ 自Ａ ＜ 自  己 評己 評  価  ＞   

１  私 は 今 の  自 分 に  満 足  し て  い る   
1 1  自 分 は ダ  メ な 人 間  だ  と  思  う こ と が  あ る  ( # )                  
1 8  自 分 に は  良 い と こ  ろ  が あ る    
2 3  私 に は 誰  に も 負 け  な  い も の  （ こ と  ） が あ  る   
3 2  私 は 人 と  同 じ く ら  い  価  値  の あ る 人  間 で あ  る   

 Ｂ ＜ 自Ｂ ＜ 自  己 受己 受  容  ＞   

５  私 は 自 分  の こ と が  好  き  で  あ  る   
2 4  私 は 今 の  自 分  は  嫌  い  だ  ( # )                        

1 3  私 は 自 分  と い う 存  在 を 大 切  に 思 え  る   
2 1  私 は 自 分  ら し さ を  出  せ  て  い  る   
3 1  私 は の び  の び と  生 き  て い  る   
2 7  私 は 自 分  の 個 性 を  大  事 に し  た い  （  ← 認 め  て  い る ）   

 Ｃ ＜ 関Ｃ ＜ 関  係 の係 の  中 で中 で  の 自の 自  己  ＞   

２  人 の 意 見  を 素 直 に  聞 く こ  と が で き  る   
８  私 は 人 の  た め に 力  を  尽 く し  た い   
1 ２   私 は ほ か  の 人 の 気  持  ち に な  る こ と が  で き  る   
1 4  人 に 迷 惑  を 掛 け な  け  れ ば や  り た い こ  と を  し て  も よ い と  思 う  ( # )        

1 7  私 に は 自  分 の こ と  を  理  解  し て く れ  る 人 が  い  る   
2 8  私 に は 自  分  の  こ と  を  必 要 と  し て く れ  る  人  が  い  る   
2 0  自 分 の こ  と を 見 守  っ  て く れ  て い る  周 り の  人  々 に 感 謝  し て い る   
2 5  自 分 は 誰  の 役 に も  立 っ て  い な い と  思 う  ( # )   
3 0  個 性 が 強  す ぎ て 、  人 と よ  く ぶ つ か  る  ( # )                   

 Ｄ ＜ 将Ｄ ＜ 将  来 展来 展  望 や望 や  自 己自 己  決 定 ＞決 定 ＞   

４  私 に は 将  来 の  目  標  が  あ  る   
９  自 分 の 中  に は さ ま  ざ  ま  な  可 能 性 が  あ る   
1 5  私 は 自 分  の 長 所 も  短  所  も よ  く わ か  っ て い  る   
1 9  自 分 が 決  め た こ と  に  は 責 任  を も っ て  取 り  組 ん  で い る   
2 6  私 は 自 分  の こ と は  自  分  で  決 め た い  と 思 う   
2 9  明 日 は 今  日  よ  り も  成  長 し て  い た い と  思 う   

 Ｅ ＜ 精Ｅ ＜ 精  神 的神 的  強 さ強 さ  ･  落  ち  着  き  ＞   

6  人 と 違 っ  て い て も  自  分 が 正  し い と  思 う こ  と  は 主 張 で  き る   
1 0  私 は 自 分  の 判 断 や  行  動  を  信 じ る こ  と が で  き  る   
2 2  何 か を 決  め る と き  周  り の 人  に 流 さ  れ る こ  と  が 多 い  ( # )             
1 6  何 か い や  な こ と が  あ  っ て も  カ ッ と な  っ た  り  落 ち 込 ん  だ り し な い   
７  失 敗 を す  る の で は  な  い か と  い つ も  心 配 で  あ  る  ( # )               
３  人 が 自 分  を ど う 思  っ  て い る  か が と て  も  気  に  な  る  ( # )                

＊  調 査 は 上  記 の 番  号  順  に 質 問  ( # )＝  反  転 項 目   
＊  ＜ 参 考 尺  度  ＞  自  尊 感 情  尺 度 、 自  己 肯 定  感 尺 度  、 個  人 志  向 性  P N 尺 度  、   

自 己 効 力  感 尺 度  、 自 意  識 尺 度 、 自 己 嫌  悪 尺 度  、 抑  鬱 尺 度 、 攻  撃 性  尺  度   

① 

③ 日常的な 児童・生徒理 解と合わせて 
自尊感情の傾向を判断  

0%

100%
Ａ　 

Ｂ　 

Ｃ　　 　　　 
Ｄ　 

Ｅ　 

学級 

学級に つい て  
全体と して 、 各観点 のバラ 

ンスは よい。 全体の 観点を 意 
識しな がらよ り一層 はぐく む 
必要がある。 

児童１ につ い て  
「E 精神的強 さ・落ち着き」 
の側面 で、 特 に低い 傾向 に あ 
る。 不安な気持ちを適切に回避 
できる等の配慮を要する。 

個人や学級の自尊感情を測定する 

児童１ 

児童・生徒の自尊感情の傾向を知るために･･･ 

A

B

CD

E

児童１ 
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A A 自己評価自己評価 

B B 自己受容自己受容 

C C 関係の中関係の中 
での自己での自己 

D D 将来展望や将来展望や 
自己決定自己決定 

E 精神的強さ精神的強さ ・ 
落ち着き落ち着き 

児童・生徒による「自己評価シート」 
を活用した自己分析 

② 

 

入力シートに 
各児童・生徒 の 
回答を入力 

0%

100%

① 

② 



指導事例１  小学校第５学年 体育 「器械運動（跳び箱）」 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

小学校における指導事例 

自尊感情や自己肯定感を 

 

高めるための指導上の留意点 

 

Ａ「自己評価」 
技能の向上が 明確になる学 習カ 
ードの活用、 教師による適切な評 
価 
Ｂ「自己受容」 
 振り返りと自己の課題の明確化 
Ｃ「関係の中での自己」 
 ３人一組で取り組む場の設定 
Ｄ「将来展望や自己決定」 
 児童の主体的な課題設定の場の 
設定 
Ｅ「精神的強さ・落ち着き」 
 技に失敗しても受け止める環境 
づくりと評価  

失敗を恐れず、 自信 
をもって取り 組ま 
せる指導 

導 
 

入 

○学習の場の設定と安全の確認、準備運動をする。          

○本時の学習について確認する。 「跳び箱チャレンジカード」   

【Ｄ－①】 

展 

 

開 

○各グループ（３人一組）で「めあて１」の学習に取り組む。  

「声かけ集」 「技能ポイント学習カード」 

・今できる技を、安定した動作でできるようにすること 

・開脚跳び、かかえ込み跳び、台上前転  

○各グループ（３人一組）で「めあて２」の学習に取り組む。  

・もう少し努力すればできそうな技に挑戦すること 

・開脚跳び、かかえ込み跳び、台上前転、首はね跳び、頭はね跳び 

         【Ｃ－③、Ｂ－①、Ａ－②、Ｅ－①】 

ま 

と 

め 

○整理運動及び学習のまとめをする。 「跳び箱チャレンジカード」 

○後片付けをする。 

【Ａ－②】 

〈一単位時間の指導計画〉 

グループ学習（３人一組） 
３人一組で、 めあてにそった活動ができているか 
見合っています。 

指導事例２  小学校第４学年 道徳 「温かいことば」 
2－（2）思いやり・親切   

思いやりの あ る判断 
や行為に自 信 をもっ 
て取り組ませる指導 

〈一単位時間の指導計画〉 

導 

入 

○登場人物の男の子の絵からわかることを考え、話し合う。      

                                 

展 

開 

前 

段 

 

 

展 

開 

後 

段 

○読み物資料のはじめの場面の範読から、 お兄さんに対して男の子の言 

った言葉について想像する。 

「読み物付き ワークシート①」 

○読み物資料の中の場面の範読から、 実際に男の子がお兄さんに言った 

言葉について、その気持ちや理由について考える。 

「読み物付き ワークシート②」 

○男の子の反応からお兄さんのとった態度について考える。 

「読み物付き ワークシート③」 

○今までの自 分が行った親 切な行動につ いて、思いが 伝わらなかっ た 

り、感謝されたりした経験について振り返る。 

【Ｃ－②、Ｅ－①】 

ま 

と 

め 

○教師の説話を聞き、学級で思いやりのある親切な行為を見たり、行っ 

たりした際に、学級で認め合える活動に取り組むことを確認する。 

・葉の形をしたカードに記載し、「親切の木」に貼っていくこと【C－②】 

だれかにやさしく（親切に） 
したとき、 このお兄さんのよう 
に最初の思いが伝わらなかっ 
たことがありますか。 

-３-

自尊感情や自己肯定感を 
高めるための指導上の留意点 
 
Ｃ「関係の中での自己」 
 日常的に他者への親切な行動を 
促す環境の設定 
（ 「親切の木」への取組み） 
Ｅ「精神的強さ・落ち着き」 
 失敗や間違いを恐れずに取り組 
んでいる 主人 公の気持 ちに 共感 
できる資料提示の工夫 

　おばあさんに席をゆずろうとして、「だ

いじょうぶです」と言われたことがあるけ

ど、その方はまだ元気で大丈夫だったから

ことわられたんだな。 

けがをし た １年生に 「 だいじょう 

ぶ？保健 室 に連れて い ってあげ よ う 

か？」 と言ったら、 ことわられたよ。 

そのときは、 はずかしかったのかな。 



お ば あ さんに 席 をゆずろうと して、 「だい 

じょうぶです」 と言われたことがあるけど、 その方 

はまだ元 気 で大丈夫 だ ったから こ とわられ 

たんだな。 

指導事例３  【研究協力校 大田区立小池小学校】 

小学校第４・５・６学年 特別活動 「高学年たてわり集会をしよう」  

〈一単位時間の指導計画〉 

４年生の○○さんへ 
声も大き く て、説明 も 分 
かりや すか ったで す。 リハ 
ーサル の時 より『 すて き』 
でした。 
    ６年生 ○○より 

４年生の○○さんへ 
 ○○さんは自分のこと 
はきちんとできているの 
で、 これからは周りの様子 
も見てね！ 
   ６年生 ○○より 

導 

入 

○はじめの会で第４学年の班長が「声をかけあって、みんなで楽しく活動す 

　る」というめあてを確認する。                        

【C－⑤】 

展 

 

開 

○各異年齢の班に分かれて、第４学年の班長が活動内容について説明する。 

○ウォームアップとして、長縄で遊ぶ。 

○班ごとに第４学年の進行で計画した遊び・活動を第５・６学年とともに 

行う。 （１～２種類） 

 【Ｃ－①、Ｅ－②、B－② 、C－③、C－⑥】 

 

 

 
ま 

と 

め 

○活動全体の様子を係のめあてにそって振り返り、カードに記載する。 

○第４学年の児童は、第５・６学年の児童に今日の活動についてインタビュー 

をする。 

○第５・６学年の児童は、自分のかかわった第４学年の取組の様子について、 

よかった点や次に改善するとよい点などを付せん紙に書き、メッセージと 

して渡す。 

○全体で活動を振り返り、終わりの会をする。   

【Ａ－①、E－②、C－③】 

自分の役割や存在感 
を味わわせる指導 

研究協力校（大田区立小池小学校）の実践  

    研究主題  
 体験的な活動や 
人とのかかわり合いの中で 

確かな 自己 肯定感 をは ぐくむ 

指導の工夫 

○かけがえ のない存在 である 
自分を好 きで いられる こと  
○自分に自 信をもって 前向き 
に行動で きる こと 

児童の変 容 から 

グループで 協力して活 動す る 
のがあまり好きではなかった で 
す。 自分がやり たいこ とがで きな 
い からで す。 
ぼ くが意 見を言 っても 、 反対 さ 

れ ると思 い、 な かなか 言えま せん 
で した。  

高学年た て わり集会 で 、 い 
ろ いろな 役割 を作り ま し た 。 
５ 、６年 生に もいろ い ろ 教 え 
て もらう ことが できま した。 
ぼくの考 え た遊びを み ん な 

が 楽しん でく れてよ か っ た で 
す。 

（活動前） （活動後） ＊４年 生児 童  

本校では 、 子供たち が 、 友達や 教 員 、 様 々  な 人々と深 く か か 
わり合い 、 感動した り 悩んだり す ることに よ り 、 自 分 と 異なる 
個性をも つ 人々を理 解 し 、 その 考 えを受け 入 れようと す る豊か 
な心がはぐくまれるのではないかと考え、平成19年度から３ 
年間、自 己 肯定感を は ぐくむ研 究 に取り組 み ました。 
平成21年度は、東京都教育委員会から研究協力校の指定を 
受け、 慶 應 義塾大学 の 伊藤美奈 子 先生から の 専門的な ご 助言を 
いただく こ ともでき ま した。 今 後 も子供た ち の豊かな 心 をはぐ 
くむため に 、本研究 の 成果を 
活かした 教 育活動を 展 開して 
いきたいと思います。  

活動を進める 中で、上手な 
かかわり合いができずに苦労 
したり、自分の考えと違う進 
み方になっても我慢したりす 
る場面もありました。 
その経験は、 あきらめずに 
取り組むことや、次はもっと 
よくしていこうという意欲を 
もつことにもつながっている 
と感じます。 

教 師から 見た児 童の高 まり 

ホームペー ジ 
http://academic3.plala.or.jp/koikes/ 

-４-

自尊感情や自己肯定感を 

 

高めるための指導上の留意点 

 

Ａ「自己評価」 
付せん紙の活用、異年齢同士によ 
る適切な評価 
Ｂ「自己受容」 
 自分で考えた遊びを大事にでき 
るような活動場面の設定 
Ｃ「関係の中での自己」 
 異年齢の集団の中で自分ができ 
ることを 考え 工夫して 取り 組む 
場の設定 
Ｄ「将来展望や自己決定」 
 児童の主体的な課題設定の場の 
設定 
Ｅ「精神的強さ・落ち着き」 
 失敗や間違いを恐れずに計画や 
実行にうつせる場の設定 



 

自尊感 情の 高 い子供 

低い子 供 

＋ イメージ  

自己中心   プ ライド 
人を見下 す う ぬぼれ 

など 

自信 目 標  適 応 意欲   
積極性 自主性  誇り 
思いやり  失 敗 を恐れな い 
感謝 落 ち着き  表現力 
良好な人 間関係  など 

内向的不適応内向的不適応 
抑うつ 
くよくよ 
自信がな い 
意欲がな い 
傷付きや すい 
など 

外向的不適応外向的不適応 
人をいじめる 
教師に反抗的 
キレる 
など 

－ イメージ  

自尊感 情が低 いこと 
に対し て、 プ ラスのイ 
メージ を持 っ ていない 
ことがわかる。 

自尊感情 の 高い子供 ・ 低 い子供」 の 教 員のイメ ー ジ調査 

児童・生徒等が 
人 との関係に開か 
れていること 

児童・生徒等が 
社会 とのつながり 
の中に開かれてい 
ること 

児童・生徒等が 
現在だけでなく、 
将来 にわたって開 
かれていること 

研究協力大学より 
慶應義塾大学　教授　伊藤　美奈子  

  

平成21年度より東京都教育委員会の研究委託を受け、「子供の自尊感情や自己肯定感に 

関する研究」を慶應義塾大学においても始めることになりました。 

この研究を始めるにあたって、まず、 「自尊感情とは何だろうか？」という疑問から、都 

内の先生方を対象にアンケートを実施いたしました。 

その結果、 左記のように、 先生 

方は自尊感情の高い子供のイメ 

ージについては二極化の傾向 

（A・ B） 、 自尊感情の低い子供の 

イメージについては、 二方向の不 

適応行動 （Ｃ） としてとらえてい 

る傾向が見られました。 

具体的には、 自尊感情の高い子 

供については、 「積極性がある」 

や 「自主性がある」 などのプラス 

のイメージ（A）がある一方で、 

「人を見下す」や「自己中心的」などのマイナスのイメージ（B）も含まれていました。 

また、自尊感情の低い子供（C）については、 「意欲がない」 「くよくよする」 「人をいじ 

める」 などの不適応行動としてのマイナスイメージをもっていました。 このようなことから、 

自尊感情がゆがんだ形で大きくなってしまうと （C→Ｂ） うぬぼれや自己中心的な態度に結 

びついてしまうことが浮かび上がってきました。 

研究室では、 自尊感情を低下させないために、 また高くても自己中心性やうぬぼれが強す 

ぎないようにするためには、下記の 3 点が大切であると考えています。 

 

 

 

 

 

今後、 「自尊感情」を構成する要因に関して行った調査 

結果を分析し、その成果を先生方にお示しします。 

分析には、学内における脳科学や社会心理学の専門家の 

協力も得る予定です。 

東京都教職員研修センターにおける研究や先生方の研究 

・指導に活かしていただけることを願っています。  

「自尊感 情 の高い子 供 ・ 低い子 供」 の教員の イ メージ調査 

児童・生徒等が 
人 社会 

将来 
人 との関係に開か 
れていること 

児童・生徒等が 
社会 とのつながり 
の中に開かれてい 
ること 

児童・生徒等が 
現在だけでなく、 
将来 にわたって開 
かれていること 

自尊感 情の 高 い子供 

低い子 供 

＋ イメージ  

自己中心的   プ ライド 
人を見下 す う ぬぼれ 

など 

自信 目 標  適 応 意欲   
積極性 自主性  誇り 
思いやり  失 敗 を恐れな い 
感謝 落 ち着き  表現力 
良好な人 間関係  など 

内向的不適応内向的不適応 
抑うつ 
くよくよ 
自信がな い 
意欲がな い 
傷付きや すい 
         な  ど   

外向的不適応外向的不適応 
人をいじめる 
教師に反抗的 
キレる 
など 

－ イメージ  

自尊感 情が低 いこと 
に対し て、 プ ラスのイ 
メージ を持 っ ていない 
ことがわかる。 

（A）（ Ｂ ）  

（ Ｃ ）  （Ｄ） 
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①自分の思いで取り組んでいたり、できるようになっ
たり、新しいことに挑戦したりしていることを言葉
にして、気付かせます。 

①新しくできるようになったことがあったり、繰り
返し努力したり、工夫したりしていることを評価
します。 

②一人でできたことや友達にしてあげたことに気付か
せます。 

②繰り返し努力して、できるようになったことに気
付かせます。 

①遊んだことや考えたことをみんなの前で紹介し、友
達から認められるようにします。 

①学級等の活動で、互いの得意なことや好きなこと
を認め合えるようにします。  

②保護者や友達等、周りの人のために行動できたこと
を言葉にして気付かせます。 

②学級の友達等のためにできることや頑張れること
を自分で考え、実行できたことを適切にほめ、評
価します。 

③片付けや準備等、自分でできることを最後まで取り
組ませます。  

③相手の気持ちを考えた発言や行動について考え、
自己を振り返る場を設定します。  

④同じ遊びでもやりたい子とやりたくない子がいるこ
とに気付かせます。  

④同じ事柄に対して、様々な考え方があることを認
めることができるような場を設定します。  

⑤友達等と共に活動し、遊び方を工夫したり、ルール
を決めたりすることができる場を設定します。  

⑤班や当番等のグループで、きまりを決めて話し
合ったり活動したりすることができる場を設定し
ます。  

②自分が将来やりたいことややってみたいことを考え
させたり、話させたりする場を設定し、それを認め
るようにします。  

②自分が「できているところ」と「できていないと
ころ」、「分かること」と「分からないこと」を
認め、それを受け止められるような場を設定しま
す。 

③よいところを見出し、気付かせます。 ③よいところも悪いところも含めて、自分らしさを
認められるようにします。 

①やりたいこと等を我慢することは、他の子も同じで
あることに気付かせます。  

①得意な子も苦手な子も一生懸命努力して取り組ん
でいることを認められるようにします。 

②失敗や間違いをしても頑張っていることを認め、評
価します。  

②失敗や間違いを恐れずに取り組んでいることを認
め、評価します。 

③困ったときは身近な大人に話ができるようにしま
す。 

③困ったり、悩んだりしたときは、身近な大人や友
人に話ができるようにします。 

⑥友達等がいることで、活動が楽しくなったり新しい
ことを見付けたりできることに気付かせます。 

⑥友達等と協力し合うことで、楽しくよりよい学級
生活を送れることに気付かせる活動を工夫しま 
す。 

①遊びや仕事を選んで取り組むことができるようにし
ます。 

①自分の得意なことを生かせる場を考え、選んで取
り組むことができるようにします。 

①生活の仕方等のきまりを守って行動できるような場
を設定します。 

①きまりを学級で考え、それを守って行動できるよ
うにします。 

②やりたい遊びを選び、自分のよさを発揮できるよう
な環境を作ります。 

②得意なことを発揮する場面を設定し、自分の考え
方等を大事にできるような体験的な活動を取り入
れます。 

発達 段階 Ⅰ　期　【幼児期】（４～５歳） Ⅱ　期　【児童期前期】（６～１０歳） 
自 尊感情 尺度  
に 基づく 観点  就学前教育  小学校第１学年～小学校第４学年 

Ａ 
自 
己 
評 
価 

□自己へ の 満 足 感  
□自分 の 価 値  
□よさを 伸 ば す  
 意欲  
□自分だ けのよ さ 
□ 自 分の やり たい 
こ と の認知  

Ｂ 
自 
己 
受 
容 

□自己愛  
□自己存 在感 
□自己発 揮 
□自己開 放感 
□自己理 解 
□自分ら しさへ の 
実感 

 
 

 
Ｃ 
関 
係 
の 
中 
で 
の 
自 
己 

□傾聴 の 態 度  
□他者へ の 貢 献  
 意欲  
□行動 の 抑 制  
□自己理 解者 の  
 存在 
□自己有 用感 
□他者へ の 感 謝  
 

Ｄ 
将 
来 
展 
望 
や 
自 
己 
決 
定 

□将来へ の 目 標  
 設定 
□自己の 可能性 ・  
期待度  
□短所・ 欠 点 ・  
 限界の 認 知  
□自己責 任能力  
 

 

Ｅ 
精 
神 
的 
強 
さ 
・ 
落 
ち 
着 
き 

□自己主 張 
□自分へ の 自 信  
□攻撃性 の 回 避  
□抑うつ の 回 避  
□不安へ の 回 避  
 

自尊感情や自己肯定感を高めるための指導上の留意点 
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に
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多
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。 

不
安
な
気
持
ち
を
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切
に
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避
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。 



①前回できなかったことができるようになっていた
り、努力して取り組んだりしていることを理解し、
適切に評価します。 

①既習内容を繰り返し確認したり、前回できなかっ
たことができるようになったり、努力して取り組
んでいることを認め、適切に評価します。 

②粘り強く取り組み、困難を克服したことや自分の行
動が他によい影響を与え、成果があったことに気付
かせます。 

②成就感や達成感を味わうために、新たな課題や次
の活動に意欲的に取り組んだこと（生かしたこ
と）に気付かせます。 

①互いの考え方や個性、努力を肯定的に認め合えるよ
うにします。 

①互いの考え方や生き方、目標等を肯定的に認め合
えるようにし、自信をもたせます。 

②学級全体や学校全体がまとまることや学級や学校の
活動が円滑に進むための方法を大事にして活動でき
たことを適切に評価します。 

②所属する集団が組織全体としてまとまることや計
画した活動が円滑に進むための方法を考えながら
活動できたことを適切に評価します。 

③自己の発言に責任をもち、その場に応じて何が正し
いかを判断し、相手にアドバイスする場を設定しま
す。 

③所属する集団の活動に主体的に参画し、集団に貢
献することの意義や喜びを感じられるよう活動を
工夫します。 

④同じ事柄でも、いろいろな考え方・感じ方があるこ
とを理解し、互いに調整して、よりよい活動を考え
ることの大切さに気付かせる場を設定します。  

④自己の適性を見つめ、行動することが大切である
ことを理解し、多様な行動の仕方や目標を設定す
ることができるような場を設定します。 

⑤様々な集団の活動で、学校や社会のルールを基に、
互いの考えを尊重し合って内容や方法等を決めたり
協力して活動したりすることができるような場を設
定します。 

⑤所属する集団を組織として意識し、各自が目標を
もち、適性に応じた役割を決めたり、互いに尊重
したりしながら主体的に行動することができるよ
うな活動の場面を設定します。 

②将来について考えさせたり、その実現のために得意
なことや好きなことを伸ばしていこうとする態度を
育てたりする場を設定します。  

②自分の進路について考えたり、その実現のために
得意なことや好きなことを伸ばしていくための方
法を適切に選択したりできるようにします。 

③自分の短所と長所を含めて、自分らしさを認められ
るようにし、そのことを周囲も理解できるようにし
ます。 

③自分の短所を受容し、長所を伸ばしていけるよう
に周囲から認められる環境を設定します。  

①失敗や間違いを恐れずに、目標をもって取り組んで
いることを肯定的に評価します。  

①失敗や間違いを恐れずに、目標に向かって主体的
に活動していることを様々な人が認め、肯定的に
評価します。 

②困難なことや悩んでいることは、他の友達も同じよ
うにあり、工夫して乗り越えていることに気付かせ
る場を設定します。 

②できないことや困難なこと、悩んでいることは、
誰もが同様に抱え、工夫して克服していることに
気付かせる場を設定します。 

③他者との比較ではなく、自分ができていたことを振
り返られるような場を多く設定します。 

③他者との比較ではなく、自分のよさを伸ばすこと
で自信をもたせるようにします。 

④不安な気持ちを身近な大人や友人に話せるような環
境に配慮します。 

④身近な大人や友人に相談したり相談機関を利用し
たりなど、不安な気持ちを適切に回避する方法を
身に付けるようにします。 

⑥友達等がいて学校生活が充実しているとともに、一
人一人の活動は、周りの人の助けがあって成り立っ
ていることに気付かせる活動を取り入れます。 

⑥集団の仲間等、身近な人々の支えがあって、自分
の目標が実現したり、活動が充実したりしている
ことに気付かせる活動を取り入れます。 

①行動目標を立て、今後の自分の活動の方向性を明確
にして行動することができるようにします。 

①自分の特性や役割を果たし集団に貢献する場面や方
法を考えて行動することができるようにします。 

①自分たちで作った組織のルールを自主的に守って活
動できるようにします。 

①自分たちで作った組織のルールを自主的に守って
活動し、さらに改善できるようにします。 

②学級や様々な集団を通した活動において、自分の個
性を積極的に発揮する場面を設定し、自分の個性を
大切にできるような体験的な活動を取り入れます。 

②自分の個性を発揮するとともに、周りと異なる自
分の考えや得意なこと等を大切にして、表現でき
るような体験的な活動を取り入れます。 

発達 段階 Ⅲ 期 【児童期後期～思春期前期】（１１～１４歳） Ⅳ 期 【思春期後期～青年期前期】（１５～１８歳） 
自 尊感情 尺度  
に 基づく 観点  小学校第５学年～中学校第２学年  中学校第３学年～高等学校 

□自己へ の 満 足 感  
□自分 の 価 値  
□よさを 伸 ば す  
 意欲  
□自分だ けのよ さ 
□ 自 分の やり たい 
こ と の認知  

□自己愛  
□自己存 在感 
□自己発 揮 
□自己開 放感 
□自己理 解 
□自分ら しさへ の 
実感 

 
 

□傾聴 の 態 度  
□他者へ の 貢 献  
 意欲  
□行動 の 抑 制  
□自己理 解者 の  
 存在 
□自己有 用感 
□他者へ の 感 謝  
 

□将来へ の 目 標  
 設定 
□自己の 可能性 ・  
期待度  
□短所・ 欠 点 ・  
 限界の 認 知  
□自己責 任能力  
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□自己主 張 
□自分へ の 自 信  
□攻撃性 の 回 避  
□抑うつ の 回 避  
□不安へ の 回 避  
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事例１  例えば学級で… 
図  １            図  ２   

参　考  

※ 自己評価の結果を受けて、指導上どのような点に配慮すればよいのか参照したい 
場合には、自尊感情を構成する５観点に基づいて作成された「自尊感情や自己肯定 
感を高めるための指導上の留意点」 （６,７ページ）が参考になります。 
これをもとに授業を設計したり、指導・援助の参考にしたりすることができます。 

※ 「自己評価シート」は、実施した時期やその時の子供の状態によって評価が変わ 
っていきますので、各学期など定期的に実施することによってその傾向を適切に把 
握することができます。 

※  事例１、事例２のレーダーチャートは実際に調査した結果を用いています。 

資料のダウンロード・研究に関する問い合わせ先 
東京都教職員研修センター研修部教育開発課 
電話 ０３（５８０２）０３０５ 
http://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.jp/   

事例２  例えば校内研修会で… 

個別の自己評価を学校で集計した結果、右記 
のような結果が見られました。 
このような学校全体の傾向を踏まえ、どのよ 

うな教育活動に取り組むことが考えられますか。 
検討してみましょう。 
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精神的精神的 強さ強さ ・  
  落 ち着きち着き  

A 自己自己 評価評価 

 BB 
自 己受容己受容 

 

C 関 係の中係の中  
 で の自の自 己 

D 将来展将来展 望や望や  
 自 己決己決 定 

E 

精神的精神的 強さ強さ ・  
 落 ち着きち着き  

A 自己自己 評価評価 

 BB  
自 己受容己受容 

C 関 係の中係の中  
 で の自の自 己 

D 将来展将来展 望や望や  
 自 己決己決 定 

子供の自尊感情の傾向について、考えてみましょう 

「自己評価シート」に取り組ん
だ結果、図1や図2のような結果
が見られる子供がいました。 
　このような子供の自己評価の
結果をどのようにとらえ、指導
の改善に生かすことが考えられ
ますか。 
　検討してみましょう。 

　東京都教育ビジョン（第２次）を受け、東京都教育委員会では、子供たちの自尊感情や自
己肯定感を高める教育の推進を図っていきます。平成21年度は、小学校における指導実践を
明らかにしてきました。今後は、さらに小学校以外の校種についてもモデル校を設置し、実
践を積み重ねていく予定です。校内研修や校内研究のテーマとして今後取り組む予定やこれ
まで取り組まれた学校等がありましたら、ぜひ、下記問い合わせ先までご連絡ください。 
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